
本書は、VirtualLab™ でパラメーター検証を行い、共振器の
エイゲンモードへの影響を解析します。　アパチャーサイズの
可変と、その結果としてビーム径やM　などのビームパラメーター
の変化を評価します。
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モデリング概要 

10 mm  

r = -1000 mm r = -200 mm  
球面ミラー  球面ミラー  

アパチャー 
直径：100…350 µm  

アパチャー 
直径： 300 µm  

5 mm  

理想レンズ 
f = 250 mm 



モデリング概要 

左のミラーのアパチャーサイズは、100 µm ～ 350 µm で可変し、エイゲンモード
への影響を検証します。

 



シミュレーション結果 

左側のミラーのアパチャーサイズによる、エイゲン値と光学ロスが計算
されました。

 

 



シミュレーション結果 

左側ミラーのアパチャーサイズにより、ビーム径とM　値の変化を計算します。2   

 

 



まとめ  

• VirtualLab™ のParameter Runにより、エイゲンモードの
公差解析による影響を検証する事が可能です。

• 共振器の安定性を回折及び干渉現象を加味して検証
する事が可能です。

• マルチ・ディメンションのパラメーター可変により、レーザー
共振器の最適化が可能です。  
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